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令
和
４
年
３
・
４
月
採
用
の
自
衛
官

等
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。　

①
受
験
年
齢
、
②
概
要
、
③
試
験
日
、

④
受
付

▼
自
衛
官
候
補
生

①
18
歳
以
上
～
33
歳
未
満

②
陸
は
２
年
、
海
・
空
は
３
年
（
自
衛

官
候
補
生
の
３
か
月
間
含
む
）
の
任
期

制
隊
員
コ
ー
ス
。
入
隊
し
て
３
か
月
間

は
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
経
験
を
積

み
、
そ
の
後
２
等
陸
・
海
・
空
士
に
任

命
さ
れ
ま
す
。
任
期
終
了
後
は
民
間
企

業
へ
の
就
職
か
、
継
続
任
用
が
選
択
で

き
ま
す
。
選
抜
試
験
に
合
格
す
れ
ば
曹

へ
の
昇
任
も
可
能
で
す
。

③
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

④
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
一
般
曹
候
補
生

①
18
歳
～
33
歳
未
満

②
部
隊
の
中
核
で
あ
る
曹
を
養
成
す
る

コ
ー
ス
。
陸
・
海
・
空
の
各
部
隊
で
経

験
を
積
み
、
入
隊
後
、
２
年
９
か
月
以

降
、
選
考
に
よ
り
曹
へ
と
昇
任
し
ま

す
。

情報広場

破天荒

高杉 良  著

昭和33(1958)年10月。 高

校中退の杉田亮平は、 40倍

の競争率を突破して石油化

学新聞に入社した。 「まもなく

二十歳ですが、 筆力も取材力

も、 ここにいる誰よりもあると

思っています」 と社長に言い

放った亮平は、 その生意気な

言葉通りに躍動する。 亮平の

記者時代は、 日本経済の青春

時代でもあった。 全ての働く

人に贈る自伝的経済小説!

小説８０５０

林 真理子  著

「父さんと死のう」 　息子が

部屋から出なくなって七年。

このままでは、 家族が崩壊す

る。

部屋から出られない息子の

ために、 家族は何ができるの

か。 「引きこもり１００万人時

代」 に生きるすべての日本

人に捧ぐ。 絶望と再生の物

語。

新謎解きはディナーのあとで

東川 篤哉  著

宝生麗子の後輩に天然キャラ

の新米刑事 ・ 若宮愛里が加

わり、 警視庁に栄転した風祭

警部は大きなミスを犯して国

立署に舞い戻り、 新たなメン

バーで難事件に挑むが!? 執

事探偵 ・ 影山の推理と毒舌

が冴えわたる、 本格ミステリ

全5編。

あきらがあけてあげるから

ヨシタケ シンスケ
作

くやしい。 ボクはくやしい。

ボクはチョコがたべたいん

だけど、 このふくろ、 あけに

くいんだよ。 ボクはまだちっ

ちゃくてちからもよわいか

ら、 このふくろはあけられな

いんだ…。

ど ん な も の で も あ け ら れ

るって、 なんだか楽しい！

夢が広がるヨシタケシンス

ケのユーモア絵本。

二平方メートルの世界で

前田 海音  作

札幌に暮らす小学3年生の

主人公は、 生まれたときか

ら脳神経の病気で入退院を

繰り返している。 どうして自

分だけが病気なんだろう…。

そんなある日、 海音ちゃん

は、 病室で大発見をする。

わたしはひとりぼっちじゃな

かった！ 実在の小学3年生

が書いた 「子どもノンフィク

ション文学賞」 （北九州市主

催） の大賞受賞作品。

みんなさくら色

毎年、 美しい花を咲

かせていたしぶた川

沿いのさくらの木。 様

子がへんだとカラスに

言われた和尚　　さん

は、 「木のお医者さん」

を探すため、 カラスに

２通の手紙を託しまし

た。 カラスは手紙を

くわえて山へとびたち

…。

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター
☎２－３６９５

上段 ： 一般図書
下段 ： 児童図書

▷教育委員会
☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

官
」
と
し
て
任
用
す
る
制
度
で
す
。

■
自
衛
隊
稚
内
地
域
事
務
所

☎
０
１
６
２-

２
３-

２
７
２
１

　

７
月
は
「
固
定
資
産
税
の
第
２
期
」

と
「
国
民
健
康
保
険
税
の
第
１
期
」
の

納
期
で
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２-

３
１
３
３

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
を
迎
え
ま
す
。
夏

と
言
え
ば
、
海
・
山
な
ど
で
の
レ
ジ
ャ
ー

が
楽
し
み
な
反
面
、
毎
年
の
よ
う
に
熱

中
症
に
よ
り
多
く
の
方
が
病
院
へ
搬
送

さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
最
悪
の
事
態

を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
宗
谷
地
方

に
住
ま
わ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
縁
が
な
い

で
す
か
？
内
陸
で
は
よ
く
30
℃
を
超
し

ま
す
が
、
海
岸
地
区
な
ら
大
丈
夫
で
す

月
額:

１
７
９
，
２
０
０
円 

賞
与:

年
２
回(

６
月
、
12
月)

　

③
１
次
試
験:

９
月
16
日

④
７
月
１
日
～
９
月
６
日

▼
航
空
学
生

①
海
：
18
歳
～
23
歳
未
満

　

空
：
18
歳
～
21
歳
未
満

②
航
空
自
営
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
海
上

自
衛
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
及
び
戦
術
航
海

士
を
目
指
す
幹
部
自
衛
官
要
請
コ
ー

ス
。
高
校
卒
業
後
、
最
も
早
く
機
長
と

し
て
活
躍
で
き
ま
す
。

月
額
：
１
７
９
，
２
０
０
円

賞
与
：
年
２
回
（
６
月
、
12
月
）

③
１
次
試
験:

９
月
20
日

④
７
月
１
日
～
９
月
９
日

▼
そ
の
他
採
用
試
験
試
験
種
目

②
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
、
総
合
選

抜
、
一
般
）
、
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
、

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
（
自

衛
官
候
補
看
護
学
生
）
、
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
（
推
薦
、
一
般
）
、

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
、
技
能
）　

　

予
備
自
衛
官
補
は
、
一
般
の
社
会
人

や
学
生
と
い
っ
た
自
衛
官
未
経
験
者
を

「
予
備
自
衛
官
補
」
と
し
て
公
募
、
採

用
し
教
育
訓
練
終
了
後
、
「
予
備
自
衛

か
？

　

熱
中
症
は
、
屋
外
・
屋
内
を
問
わ
ず
、

気
温
が
高
い
と
危
険
度
が
上
が
り
ま
す

が
、
高
く
な
く
と
も
起
き
る
可
能
性
は

あ
り
、
宗
谷
地
方
だ
か
ら
と
い
っ
て
油

断
は
禁
物
で
す
。
空
気
の
入
れ
替
え
や

細
や
か
な
水
分
補
給
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

　

さ
て
、
気
象
庁
で
は
、
こ
れ
ま
で
発

表
し
て
い
た
『
高
温
注
意
情
報
』
を
廃

止
し
、
本
年
4
月
28
日
よ
り
『
熱
中
症

警
戒
ア
ラ
ー
ト
』
を
環
境
省
と
共
同
で

発
表
し
て
い
ま
す
。
宗
谷
地
方
（
算
出

地
点
）
の
ど
こ
か
で
日
最
高
暑
さ
指
数

を
33
以
上
と
予
測
し
た
場
合
、
地
点
ご

と
の
日
最
高
暑
さ
指
数
や
予
想
最
高
気

温
、
特
に
気
を
付　

け
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
警
戒
を
呼
び
か

け
、
前
日
17
時
頃
も
し
く
は
当
日
５
時

頃
に
第
１
号
を
発
表
し
ま
す
。
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
こ
の
情
報
を
聞
い

た
ら
、
予
防
対
策
を
し
っ
か
り
と
っ
た

う
え
で
、
北
海
道
の
短
い
夏
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
稚
内
地
方
気
象
台

☎
０
１
６
２-

２
３-

２
６
７
９

税
務
係
か
ら
　
　
　
　
　

　
　
　
納
期
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
等
採
用
試
験
の

　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内

やまざき すずこ  作

熱
中
症
に
注
意
を




